
  

  
 
 

 
     

                       

【平坦性試験】 
 

使用説明書 

 
ご使用の前に必ずこの「使用説
明書」をお読みの上、正しくお使
いください。 
本書をすぐに利用できるよう
に保管してください。 



  

はじめに 
 

このたびは、「平坦性試験」をお買い上げいただき誠にありがとうございま
した。「平坦性試験」は舗装道路の平坦性試験の提出書類を簡単な操作で、
作成することができるソフトウエアです。 
本書は、本製品の基本的な操作手順や取り扱い方法について説明していま
す。本製品の機能を十分にご活用いただくため、ご使用前に必ず本書をお
読みください。またお読みになった後は大切に保管してください。 
 

ウェストフィールド 株式会社 
 

                                                ＊＊＊ 重 要 ＊＊＊ 
 
・このソフトウエアおよびマニュアルの１部または全部を無断で使用、 
 複製することはできません。 
 
・ソフトウエアは、コンピューター１台につき１セット購入が原則となってい
ます。 
 
・このソフトウエアおよびマニュアルは、本製品の使用許諾契約書のもとで 
 のみ使用することができます。 
 
・大切な文書やデータは、必ずコピー(複製)をとってください。 
お客様が操作を誤ったり本製品に異常が発生したりした場合、文書や 
データが消失することがあります。 
 
・お客様が本製品を使用して作成した文書やデータに関し、当社は一切 
 その責任を負えませんのであらかじめご了承ください。 
 
・本製品の故障による障害、文書やデータの損失による損害、その他本製 
品の使用により生じた損害について、当社は一切その責任を負えません 
のであらかじめご了承ください。 
 
・ソフトウエアの仕様およびマニュアルに記載されている内容は、将来 
予告なしの変更することがありますので、あらかじめご了承ください。 
 



  

本書で扱う用語および操作方法について 
本書では、Windows の標準的な用語および操作方法を使って説明して
います。Windows を使用したことのない方はあらかじめ操作してみる
か、あるいは「Microsoft Windows98/Me/2000/XP ファーストステップ
ガイド」など Windows に添付されているマニュアル類を通読されるこ
とをおすすめします。 
なお、Windows の標準的な用語については、「基本システム」使用説明
書巻末の「用語の説明」をご参照願います。 
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<1> 

平平坦坦性性試試験験ににつついいてて   
 

道路の舗装は車を快適にスムーズに走行させるのが本来の目的です。そ
して車の快適さは舗装の路面の平坦性に大きく関係しています。 
この平坦性の度合いを測定する方法として平坦性試験が行われます。 
平坦性試験は舗装工事完了後の仕上げ面の凹凸や、使用中の路面の凹凸
などを測定評価し、これを施工の良否とする検査や、維持補修の調査な
どの資料として用いられます。 

 



<2> 

測測定定デデーータタのの入入力力     

平坦性の起動と条件入力 
① 土木Ｂｏｏｋの親インデックス《平坦性》の  をクリック しま
す。 

「平坦性」の子インデックスが表示されます。 

 
親インデックス《平坦性》をダブルクリックしても、子イ
ンデックスを表示することができます。 

 
② 土木Ｂｏｏｋの子インデックス《新規作成》をクリックします。 

子インデックスの色が青に変わります。 

 

③ 画面上部の［入力］ボタンをクリックします。 

「平坦性試験－条件入力」画面が次のように表示されます。 

 
 

  補 足    



<3> 

④ カーソルが移動する順に各項目を次の説明にしたがって入力します。 
 

計算方法 標準偏差を求める手順の違いにより「平坦性試験Ⅰ」か
「平坦性試験Ⅱ」を選択します。 

グループ数 「平坦性試験Ⅰ」を選択している場合に入力可能です 
試験年月日 試験年月日を入力します。 
測定者 測定者を入力します。 
測定区間 測定区間（開始点、終了点）を入力します。 
測定器の種類 測定器の種類を選択します。 
測定器の位置 「平坦性試験Ⅰ」が選択している場合に測線の位置を入

力します。 
合格判定値 合格判定値を出力する場合は「有」を選択し、値を入力

します。 
 
⑤ 項目の入力が完了したら、［ＯＫ]ボタンをクリックします。 

 

平坦性試験Ⅰの入力方法 
条件入力の計算方法で「平坦性試験Ⅰ」が選択されている場合に次の画
面が表示されます。 

 

 
 



<4> 

 

 測定値の入力 
① 測定値をセルに入力していきます。 

「max」、「min」、「Ri」、「試験値」は自動計算されます。 

測点の追加 
① 追加したい場所の測点名をクリックします。 

入力個所が黄色に変わります。 

②［測点追加］ボタンをクリックします。 

選択した測点の一つ前に空欄の行が追加されます。 

測点の削除 
① 削除したい測点名をクリックします。 

入力個所が黄色に変わります。 

②［測点削除］ボタンをクリックします。 

選択した測点の行が削除されます。 

 

小数桁の設定 
① メニューバーの［設定］から［小数桁入力］を選択します。 

「環境設定」画面が表示されます。 

 

 
② 小数桁を選択し［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

選択された小数桁に変換されます。 

 

 



<5> 

平坦性試験Ⅰの終了 
① ［終了］ボタンをクリックします。 

 メニューインデックス設定のダイアログボックスが表示されます。 

 

 

新規作成の場合 
① 子インデックスの名称を入力します。 
② ［はい］ボタンをクリックします。 

入力した名称の子インデックスが土木Ｂook上に登録されます。 

既存インデックスに上書き保存する場合 

設定形式が、[既存インデックスに上書き]にチェックマークがつい
ています。 

① そのまま［はい］ボタンをクリックします。 

入力したデータが既存インデックスに上書き保存されます。 

 

 

 

 



<6> 

平坦性試験Ⅱの入力方法 
条件入力の計算方法で「平坦性試験Ⅱ」が選択されている場合に次の画
面が表示されます。 

 

 測定値の入力 
① 測定値をセルに入力していきます。 
「小計」、「試験値」は自動計算されます。 

計算外の設定 
① マンホールなどで控除したい場所の測点名をクリックします。 

入力個所が黄色に変わります。 

②［計算外］ボタンをクリックします。 

選択した測点のセルが赤い表示に変わり、計算から除外されます。 

測点の追加 
① 追加したい場所の測点名をクリックします。 

入力個所が黄色に変わります。 

②［測点追加］ボタンをクリックします。 

選択した測点の一つ前に空欄のセルが追加されます。 

 



<7> 

測点の削除 
① 削除したい測点名をクリックします。 

入力個所が黄色に変わります。 

②［測点削除］ボタンをクリックします。 

選択した測点のセルが削除されます。 

小数桁の設定 
① メニューバーの［設定］から［小数桁入力］を選択します。 

「環境設定」画面が表示されます。 

 

 
② 小数桁を選択し［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

選択された小数桁に変換されます。 

 

 

 

 

 



<8> 

平坦性試験Ⅱの終了 
①［終了］ボタンをクリックします。 

 メニューインデックス設定のダイアログボックスが表示されます。 

 

 

新規作成の場合 
① 子インデックスの名称を入力します。 
② ［はい］ボタンをクリックします。 

入力した名称の子インデックスが土木Ｂook上に登録されます。 

既存インデックスに上書き保存する場合 

設定形式が、[既存インデックスに上書き]にチェックマークがつい
ています。 

① そのまま［はい］ボタンをクリックします。 

入力したデータが既存インデックスに上書き保存されます。 

平担性書類を編集する 
① 土木Ｂｏｏｋの親インデックス《平坦性》の  をクリック 
します。 

「平坦性」の子インデックスが表示されます。 

② 作成済みの平坦性書類名の付いた子インデックスをクリック 
します。 

子インデックスの色が青に変わります。 

③ 画面上部の［入力］ボタンをクリックします。 

「平坦性」が起動し、入力画面が表示されます。 



<9> 

  用用語語のの説説明明  
 

■ 平坦性試験Ⅰ 

従来からの平坦性の計算方法であり、データを６～１０個ずつのデータ
の組に分け、各組のデータの範囲から標準偏差を計算します。 
この計算方法はデータが正規分布する事を前提とした計算方法です。 

■ 平坦性試験Ⅱ 

平坦性は、基準線からのずれを標準偏差で表そうとするものであり、全
データを用いて標準偏差を算出する計算方法です。 
標準偏差は次の式で表されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ ３ｍプロフィールメータ 

３ｍプロフィールメータは、主に舗装道路の出来形管理や舗装の路面 
性調査で、平坦性についての詳細調査に用いられます。 
測定開始点と測定終了点の間を、通常の歩行速度でプロフィールメータ
を牽引し、路面の凹凸を記録します。 
現在８輪式と１６輪式が幅広く普及しています。 

 

 

σ=√{∑d 2 －（∑d）2／n}／（n－1） 
 
σ：平坦性（mm）少数点以下２桁までとする。 
ｄ：波高の測定値（mm） 
ｎ：データ数 
 
※ 平坦性測定の障害となるマンホール等の部分のデータは除外する。 
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